
要配慮者利用施設の

避難確保計画作成に係る講習会
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場所 川口市 SKIPシティ 多目的ホール
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■本日のスケジュール

午前 午後 講習会内容
時間配分

講演 累計

9:30 13:30 開会挨拶 5分 5分

9:35 13:35 １.講習会の開催目的及び避難確保計画作成の必要性について 15分 20分

9：50 13：50 ２.防災気象情報の避難行動への活用について 15分 35分

10:05 14:05 ３.避難確保計画の作成方法 ①＜避難場所の検討＞ 15分 50分

10:20 14:20 ４.避難確保計画の作成方法 ②＜情報収集の対応＞ 10分 60分

10:30 14:30 休 憩 10分 70分

10:40 14:40 ５.避難確保計画の作成方法 ③＜避難時間の検討＞ 45分 115分

11:25 15:25 ６.避難確保計画の作成方法 ④＜様式の記入方法＞ 25分 140分

11:50 15:50 質疑応答 5分 145分

11:55 15:55 今後の予定 5分 150分



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

開会挨拶
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はじめに
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施設周辺が大雨などで浸水するおそれがある場合、

避難経路や避難先、避難行動の役割分担などを

あらかじめ決めておくことで、いざという時に、

要配慮者利用施設利用者の安全を確保

するための計画です。

 要配慮者利用施設の「避難確保計画」とは

出典：避難確保計画（川口市2021.10）
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• 本日は洪水と土砂災害のそれぞれの手引きと
様式を参考に、避難確保計画の具体的な作成
の進め方について解説する講習会です。

本日の講習会のポイント

 避難確保計画の作成の進め方を学ぶ

 今日書ける内容は今日書き込む
• 今日、この場で記入できる内容は「この場
で書き込む」講習会とします。

 避難先と避難タイミングを重点解説

• 計画内容のうち、避難先・避難経路の設定と、
避難タイミングについて重点的に解説します。

• 他様式については、講習会を参考に、各施設で
避難確保計画の検討・作成を進めて下さい。

 避難訓練の実施が義務化

• 避難確保計画に基づいて、施設職員や利用者の
方々と協力し訓練を実施しましょう。


